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 (1) 整数 0, 1, 2,n = と正数 na に対して 

( ) ( )( 1 )n nf x a x n n x= − + −  

とおく。2つの曲線 ( )ny f x= と
xy e−= が接するような na を求めよ。 

(2) ( )nf x は(1)で定めたものとする。 0 ( ), xy f x y e−= = と y軸で囲まれる図形の面積を 0S ， 1n≧ に

対し 1( ), ( )n ny f x y f x−= = と
xy e−= で囲まれる図形の面積を nS とおく。 

このとき 0 1lim( )nn
S S S

→∞
+ + + を求めよ。 

 

(1) ( ) xg x e−= とおく。 

( ) ( ){ ( 1)}n ny f x a x n x n= = − − − + 2{ (2 1) ( 1)}na x n x n n= − − + + +  であり， 

( )y f x= と ( )y g x= が x t= で接する条件は 
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 であり ´( ) {2 (2 1)}n nf x a x n= − − + ， ´( ) xg x e−= −  であるから 
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 ①，②より 2{ (2 1) ( 1)} {2 (2 1)}n na t n t n n a t n− + + + = − − +  

0na > より 2 (2 1) ( 1) {2 (2 1)}t n t n n t n− + + + = − − +  

よって 2 2(2 1) 1 0t n t n n− − + − − =  

これを解くと 
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接点の x座標について 1n t n< < +  であるから 
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 であり， 
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(2) 正の整数 nに対し， 

 y軸， ( )y g x= ， ( )ny f x= ， x n= で囲まれる部分の 

面積を nT とする。 

このとき 0 1 1n n nT S S S T +< + + + <  であり 
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ここで，
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 であり， na は等比数列である。 10 1

e
< < であるから 

 無限等比級数は収束するので 
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 となる。 
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 についても同じ値に収束するので，はさみうちの原理から 
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